
２ 現状と課題

１ 策定の背景・目的
・京都市内の歴史景観を構成する重要な寺社等やその周辺の一部で景観に影響を与えかねない事例が発生（京都御苑東側の梨木神社敷地におけるマンション計画 など）

■歴史的景観の保全に関する取組方針の構成

（１）喪失の危機にある歴史的景観を保全するための

景観規制の充実
（２）歴史的景観を保全するとともに，

より良い景観へと誘導する有効な支援策
（３）市民や事業者，寺社等との協働による

景観づくりの推進

３ 歴史的景観の保全に関する基本的な考え方

（２）地域類型別の課題

（３）構成要素別の課題
ア 歴史的景観を構成
する樹木・緑地

イ 寺社の
持続可能性

カ 観光地の駐車場，
交通計画

ウ 景観上重要
な要素の滅失

オ 空き地，空き家
エ 戸建住宅等の更新
（小さな変化の積み重ね）

キ 公共施設

（４）基本計画等との
関係

４ 歴史的景観の保全に関する具体的方策

① 眺望景観創生条例の活用

② 影響が大きい建築等に対する丁寧な景観審査

③ 歴史的資産の変容に関する情報を早期入手し，対応する
体制整備

② より良い計画へと誘導するための支援制度等の創設

① 景観上重要な建造物や樹木・緑地に対する支援策の充実

③ 擁壁等の工作物や駐車場に関する景観規制の充実

５ 今後の進め方

① 各地域の歴史的資産の価値や景観の特性を市民・事業者と
共有する仕組み

（３）各種政策との連携
（２）市民や関係者への

丁寧な説明

「境内の眺め」や参道等の「通りの眺め」を保全する，「近景デザイン保全地域」の
追加指定

重要な地域での大規模建築等に対する，専門家等の意見も踏まえた丁寧な景
観審査によるより良い景観形成の誘導

重要な地域で，より良い新築計画等を誘導するための新たな支援

除却等の情報を早期に入手し，活用方策等を検討・提案

・ 各地域の歴史的資産や景観の価値の共有

寺社等の歴史的資産の所有者

（４）問題の共通的構造

維持管理コスト，檀家・氏子制度の衰退

近隣住民

景観の変容に対する危機感

事業者

寺社等の歴史的資産の価値，地域の景観の特性が共有されていない

景観に関する意識の高まり境内地内の事業活用 寺社等への配慮が不十分な計画対話不足 対話不足

（４）国への要望・提案

（１）大規模な寺社等と
その周辺の歴史的景観

・寺社等の歴史的資産は，それぞれの地域の歴史や文化を伝え，周囲の市街地と一体となり優れた歴史的景観を形成
・特に，大規模な境内地を構える寺社等は，地域の歴史的景観の核となっている。
・境内地の緑地や空地は，都市緑化に貢献，災害時の避難経路や避難場所になるなど，周辺の市街地の環境や防災性の向上にも大きく寄与
・地域の人々の活動の場となるなど，地域コミュニティの活性化の場としても期待される。

（１）スピード感を持った
施策の展開

（２）具体的方策を検討
する際の重要な視点

歴史的資産とその周辺をまとまりとして把握，
近接する各エリア相互の繋がりにも配慮

その土地で大切に残す
ものを読み解き，共有

（１）これまでの京都市の景観政策 ・風致地区制度，古都保存法，市街地景観条例，「保全・再生・創造」のまちづくり，新景観政策

① 世界遺産のバッファゾーン（緩衝地帯） ② 山麓部にある歴史的資産とその周辺 ③ 市街地に囲まれた歴史的資産とその周辺

地域全体でそれぞれの
特色ある良い環境を醸成

様々な要素が関連して形成
される景観を地域ごとに評価

公共・地域・民間等の各セク
ターの関係性のコントロール

重点戦略 「歴史・文化都市創生戦略」
重点戦略 「個性と活力あふれるまちづくり戦略」
基本方針 参加と協働による市政とまちづくりの推進

「はばたけ未来へ！京プラン（京都市
基本計画）」 平成２３～３２年度

実施計画第２ｽﾃｰｼﾞ
平成２８～３２年度

「まち・ひと・しごと・こころ
京都創生」総合戦略
平成２７～３１年度

・ 地域景観づくり協議会制度の推進・発展
・ 歴史的資産や周辺の防災対策を推進し，歴史的景観を活かしたまちづくり
・ 歴史的資産を地域住民やより多くの市民で支える仕組み

② 寺社等とも連携した景観づくり・まちづくりの推進

資料４

（３）観光振興と歴史的
景観の保全

・東京オリンピックを控え，宿泊施設や駐車場等の整備等によって歴史的景観に影響を及ぼすことが懸念 ⇒景観への配慮，歴史的資産の価値の共有，景観を「守り」「育て」「活かす」ことへと継承

③ 景観に関する普及や議論の場づくり，学習の支援

④ 景観に関するあらゆる「情報」を共有・発信するしくみの構築

（５）寺社以外の
歴史的景観の保全と創造

追記

追記

追記

追記

追記


